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Project 

⑨ 
地域協働専攻 

国際協働グループ 

地域プロジェクト （令和3年度前期～令和3年度後期）  

函館でポジティブ思考をもたらす場の調査： 

なぜ人は場所に魅力を感じるのか、パワースポットの実態とは？ 

【メンバー】 [学   生]  阿部 純佳 / 齊藤 凜 / 菅原 柊斗 / 成田 心 / 

前田 晴香 / 三浦 この佳 / 山本 壮真 

[担当教員]  菅原 健太 

【背景】 

現在、新型コロナウイルス感染症対策によって、日々の行動が制限され、多くの人々がストレスを抱えなが

ら生きている。その中で、ストレスの軽減のためにも、ポジティブな思考をもたらす場として、人々から注目され

るパワースポットの実態に迫ることを目指したプロジェクトを私たちは立案した。しかし、実際にパワースポット

とは、どのようなものなのか明確な定義はない。そのため、本プロジェクトでは、世界中のパワースポットに関

してインターネットから収集した情報を集約し、その特徴を抽出したうえで、函館市のパワースポットに着目し

た調査を行った。 

【目的】 

本プロジェクトの目的は、パワースポットとは何か、その場所が持つパワーや意味を人々がどのように捉え

ているかについて明らかにすることであった。また、資料の収集・分析・考察から得られた知見をもとに、函館

のパワースポットを調査し、その実態について調査することであった。 

【概要】 

世界中には、パワースポットと呼ばれる場所が数多く存在した。しかし、資料調査の段階で、収集したデータ

をカテゴリー化した結果、パワースポットの特徴は抽出できたものの、定義そのものは広く、曖昧であることが

明らかになった。その後、地域とパワースポットの関係性が浮上したため、本プロジェクトでは、亀田八幡宮で

インタビュー調査を含むフィールドワークを行った。これらの活動を通して、パワースポットとは、「様々な思い

を持った人々が集まる場」であると、その本質の一部が見えてきた。 

 

 

 

 

 

 

【プロセスと成果】 

前期は、パワースポットの特徴を掴むために、インターネットで世界のパワースポットに関する情報を収集

し、そのデータを用いてカテゴリー化を実施した。その中で、「パワースポットとは、何を有する・持つ場か？」、

また、「パワースポットは、どんな効果が得られる場か？」といったリサーチ・クエスチョンが浮上した。このクエ

スチョンに基づき、カテゴリー化をさらに進めたところ、パワースポットには、「壮大さに対する畏敬の念」、「歴

史」、「伝説・言い伝え」、そして、「信仰心」の要素を含み、それらが人々を引き付けて、ポジティブな感情をも

たらすとの解釈に至った。 

後期は、前期で実施したデータ分析を継続したところ、本プロジェクトは、パワースポットと地域の関連性に

注目することで促進すると予測できた。そのため、リサーチ・クエスチョンとして、「函館におけるパワースポット

が、なぜそのように呼ばれるのか？」を立てた。そして、｢フィールドワーク探求術―気づきのプロセス、伝える

チカラ｣(2010)を参考にして、フィールドワークを実施した。 

フィールドワーク先には、調査の目的や実行可能性を考慮し、亀田八幡宮を選定した。本プロジェクトのメン

バーは、亀田八幡宮の神主さんへのインタビューから、神社と地域の関わりの実態に関する内容を得た。その

後、本プロジェクトを通じて収集したすべてのデータを合わせ

て分析をした。 

その結果、パワースポットは、その場所自体がパワーを持

っているのではなく、「様々な思いを持った人が集まること」

で、その場所に「歴史」、「畏敬の念」、そして「信仰心」が生ま

れ、これらの要素が人々を引き付けて、ポジティブな思考をも

たらすため、パワースポットと呼ばれるようになるとの考えに

至った。 

 

 

                         【フィールドワーク先の亀田八幡宮での様子】 
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【総括と反省・今後の課題】 

  

前期は、プロジェクトの目的をある程度明確にすることはできたものの、インターネットから収集した情報を

素材とし、その分析を中心とした活動に留まった。しかし、その情報収集と収集したデータのカテゴリー化を出

来る限り実施し、パワースポットと呼ばれる場の特徴について理解を深めることができた。また、課題として、

本プロジェクトから得られたパワースポットの特徴が、人々にポジティブな思考をもたらすものであるのか、ま

た、プロジェクトメンバーによる解釈が妥当であるのかに関して、さらなる考察や、フィールドワークを通じて確

認していく必要性が浮上した。 

後期は、上記の課題を踏まえ、フィールドワークを実施した。その結果、パワースポットへの熟考・調査を通

じて、「ポジティブ思考をもたらす地域の場」のテーマのもと、新型コロナウイルス感染症対策が関わって、明る

くない世の中、人々の心を豊かにする場の持つ意味に光を当てることができた。このことから、本プロジェクト

の目標は、一部達成できたと考えられる。 

一方で、年間の活動における反省として、後期に入り、本プロジェクト課題が難解であること、また、フィール

ドワークを進めるうえでの準備不足から、プロジェクトの停滞や、計画の遂行に遅れが生じたことが挙げられ

る。そのため、前期から計画していたパワースポットがもつ意味やポジティブ思考に関して、人々との共感スペ

ースとして SNS を通じた発信は実際に行うことができなかった。また、フィールドワークも一か所でしか実施で

きなかった。そのため、パワースポットに関する多くの人々の認識を得ることや、フィールドワークを複数の箇

所で行うことのための計画を精緻化し、より豊かなデータの収集し、分析を継続することで、本プロジェクト課

題についてさらに明らかにしていくことが求められる。 

【地域からの評価】 

インタビューを行った亀田八幡宮の方からは、

「“至誠通神”という言葉や、多くの人が神様をお参

りするほど神様の力も強くなるという考えがあるよ

うに、古くからの日本人の考え方に通ずるものを感

じ、大変参考になった」という評価を頂いた。また、

本プロジェクトの公表から、「身近な場所がパワー

スポットになっていることを知らなかった」、「実際に

パワースポットに行ってみたいと思った」、そして、

「考察が面白かった」などの肯定的な感想が得ら

れた。本プロジェクト全体を通して、聴衆者からパ

ワースポットの実態や地域との繋がりについて興

味深かったとの評価が得られた。 

 

 

謝辞 

本プロジェクトにおいて、インタビューの機会を

頂いた亀田八幡宮の皆様に感謝申し上げます。 

 

 

参考文献 

西川麦子 (2010). ｢フィールドワーク探求術―気づ

きのプロセス、伝えるチカラ｣. ミネルヴァ書房 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他】 

年間スケジュール 

 

 

前

期 

 4月 16日 第 1回「オリエンテーション」 

 4月 30日 第 2回「情報収集」 

 5月 28日 第 3回「情報収集」 

 6月 11日 第 4回「情報のカテゴリー化」 

 6月 25日 第 5回「情報のカテゴリー化」 

 7月 30日 第 6回「発表資料の作成」 

 

 

 

 

 

後

期 

10月 21日 第 1回「情報収集」 

10月 25日 第 2回「情報収集」 

 11月 1日 第 3回「ディスカッション」 

 11月 8日 第 4回「ディスカッション」 

11月 1日 第 5回「ディスカッション」 

11月 22日 第 6回「フィールドワークの準備」 

11月 29日 第 7回「フィールドワーク➀」 

12月 6日 第 8回「フィールドワーク➁ 

（インタビュー）」 

１2月 13日 第 9回「インタビューのまとめ」 

12月 20日 第 10回「ディスカッション」 

１月 24日 第 11回「発表資料作成」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


